
観察した鳥類チェックリスト

車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。
2018年12月8日（土）

鳥の博物館手賀沼定例探鳥会

てがたんは毎月第２土曜日午前10時から　＊連絡先：我孫子市鳥の博物館 (電話)04-7185-2212
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　　　　案内人： 木村稔

似ているけどちがうホオジロの仲間たち	

　　�
　冬のてがたんコースを散策すると、ホオジロの仲間に出会います。

スズメと比べると大きさや体型は似ていますが、尾羽は少し長め、

嘴はより尖っていて繊細な印象を受けます。上面の色は茶色と黒の

縦縞模様で、冬の風景にとけ込みやすい配色です。	 

　てがたんコースで見られるホオジロの仲間は、ホオジロ・カシラ

ダカ・アオジ・オオジュリンなどですが、どんなところが似ている

のか、またどこがちがうのか、その姿と暮らしを比べてみましょう。	 

ホオジロ	 

スズメ	 



姿と暮らしを⽐比べてみよう�

手賀沼周辺で子育てし、一年中
みられる。腹面は一様に褐色。
チチッ　チチチッと連続した地鳴
き。	

凡例：㋭…ホオジロ、㋕…カシラダカ、㋐…アオジ、㋔…オオジュリン	 

★ホオジロ類がいた場所を下の環境概念図に描いてみよう！	 
（見つけた場所のほか、逃げて行った場所も記入してみよう）	 

b.ヤブ	 

a.林	 

c.田・草地	 

d.樹上	 

e.路上	 f.ヨシ原	 

種ごとに各環境での観察回数を数えてみよう	 

それぞれの種の環境利用について気づいたことをメモしよう	 

ホオジロ	 カシラダカ	

アオジ	 オオジュリン	

手賀沼周辺では冬鳥。腹面は白
色。腰にうろこ模様が出る。チッ　
チッと一声ずつの地鳴き。	

手賀沼周辺では冬鳥。腹面は黄
色い羽毛。ヂッ　ヂッと一声ずつ
の地鳴き。	

手賀沼周辺では冬鳥。腹面は白く、
脇に褐色の縦縞がある。地鳴きは、
チーあるいはチューあるいはチュ
イーン。	

※地鳴き：普段の個体間のコミュニケーションに使われる鳴き声で、求愛や
なわばり宣言のためのさえずりと区別される。	 
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